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二
月
三
日
か
ら
六
日
に
か

け
て
、
各
地
区
で
そ
れ
ぞ
れ

畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
協
議
会
の

設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。こ

の
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
関

連
事
業
は
主
に
、
「
畜
産
収

益
力
強
化
支
援
事
業
（
機
械

リ
ー
ス
）
」
と
「
畜
産
競
争

力
強
化
整
備
事
業
（
施
設
整

備
）
」
に
よ
り
構
成
さ
れ
、

畜
産
経
営
に
お
け
る
収
益
性

の
向
上
、
飼
料
生
産
組
織
の

経
営
高
度
化
等
を
推
進
す
る

た
め
、
必
要
な
機
械
の
リ
ー

ス
整
備
や
家
畜
飼
養
管
理
施

設
の
整
備
等
を
支
援
す
る
新

規
事
業
で
す
。

畜
産
農
家
を
は
じ
め
、
地

域
に
存
在
す
る
各
種
支
援
組

織
や
関
連
産
業
等
の
関
係
者

が
有
機
的
に
連
携
・
結
集
し
、

地
域
ぐ
る
み
で
高
収
益
型
の

畜
産
・
酪
農
を
実
現
す
る
た

め
の
体
制
を
「
畜
産
ク
ラ
ス

タ
ー
」
と
よ
び
、
国
は
、
こ

の
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
の
構
築

を
全
国
的
に
推
進
し
て
い
ま

す
。当

Ｊ
Ａ
に
お
い
て
も
、
地

域
ぐ
る
み
で
収
益
力
を
向
上

さ
せ
る
今
回
の
取
り
組
み
を

支
援
す
る
た
め
、
三
地
区
で

畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
協
議
会
を

新
た
に
設
立
し
ま
し
た
。

協
議
会
の
構
成
員
と
な
る

畜
産
農
家
、
ト
ラ
ク
タ
ー
・

機
械
利
用
組
合
、
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ

ン
タ
ー
、
釧
路
農
業
改
良
普

及
セ
ン
タ
ー
（
技
術
支
援
）、

行
政
（
全
体
統
括
）
、
当
Ｊ

Ａ
（
事
務
局
）
が
酪
農
・
畜

産
の
収
益
性
向
上
の
た
め
、

当
事
業
を
有
効
に
活
用
し
、

事
業
推
進
す
る
運
び
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

畜産クラスター関連事業始まる!!
各地区でクラスター協議会 設立総会開催
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白糠町畜産クラスター協議会 設立総会の様子



当
Ｊ
Ａ
音
別
支
所
金
融
共
済
課 

長
谷
川
隆
課
長
は
、
顧
客
が
巻
き

込
ま
れ
か
け
た
特
殊
詐
欺
の
被
害
を

未
然
に
防
い
だ
こ
と
が
評
価
さ
れ
、

二
月
十
日
、
釧
路
警
察
署
長
か
ら
感

謝
状
の
贈
呈
を
受
け
ま
し
た
。

今
年
一
月
、
顧
客
が
金
融
窓
口
で

大
口
金
額
を
引
き
出
そ
う
と
し
て
い

た
際
、
理
由
を
尋
ね
、
顧
客
の
様
子

や
返
答
内
容
を
不
審
に

思
い
、
説
得
し
て
払
戻

し
を
思
い
と
ど
ま
ら
せ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
同

課
長
が
警
察
に
通
報
し
、

駆
け
つ
け
た
警
察
官
に

経
緯
を
説
明
し
、
犯
罪

の
可
能
性
が
大
き
い
と

判
断
さ
れ
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
で
は
、
大
口

払
戻
し
の
際
「
窓
口
で

の
声
掛
け
」
を
必
ず
実

施
し
、
特
殊
詐
欺
被
害

防
止
を
徹
底
し
て
お
り
ま
す
。

長
谷
川
課
長
は
、「
特
殊
詐
欺
に

は
色
々
な
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
の
で
、

今
後
も
注
意
を
払
っ
て
い
き
た
い
。」

と
話
し
、
金
融
機
能
不
正
利
用
防 

止
・
利
用
者
保
護
の
観
点
か
ら
引
き

続
き
、
被
害
防
止
に
向
け
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

瀧澤義一会長 全国農業協同組合中央会「功労表彰」

特殊詐欺未然防止で釧路警察署長から感謝状

受賞した瀧澤義一会長：写真中央

感謝状を受け取る長谷川 隆 課長

三
月
六
日
、
瀧
澤
義
一
会
長
が
、
全
国
農
業

協
同
組
合
中
央
会
（
東
京
）
の
通
常
総
会
に
お

い
て
、
永
年
に
亘
る
功
績
が
高
く
評
価
さ
れ
、

「
平
成
二
十
六
年
度
全
国
農
業
協
同
組
合
中

央
会
功
労
（
緑
綬
）」
を
受
賞
致
し
ま
し
た
。

当
表
彰
は
、
全
中
の
定
め
る
表
彰
規
定
に
よ

り
、
農
協
の
普
及
促
進
た
め
、
農
協
の
発
達
に

功
労
の
あ
っ
た
方
及
び
成
績
優
秀
な
農
協
を
表

彰
す
る
も
の
で
す
。
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二
月
八
日
、
鶴
居
村
総
合

セ
ン
タ
ー
前
庭
で
、
第
二
十

八
回
鶴
居
村
タ
ン
チ
ョ
ウ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
「
タ
ン
チ
ョ

ウ
鳴
き
声
コ
ン
テ
ス
ト
、
タ

ン
チ
ョ
ウ
耐
寒
競
技
、
押
し

相
撲
」
な
ど
、
様
々
な
催
し

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
女
性
部
幌
呂
支
部
は
、

お
ふ
く
ろ
の
味
・
ぶ
た
汁
を

格
安
で
販
売
し
、
ア
ツ
ア
ツ

の
ぶ
た
汁
は
、
大
変
お
い
し

い
と
好
評
で
し
た
。

Ｊ
Ａ
青
年
部
鶴
居
支
部
は
、

根
釧
牛
乳
の
無
料
試
飲
を
行

な
い
、
体
の
芯
か
ら
温
ま
る

ホ
ッ
ト
ミ
ル
ク
を
提
供
し
、

子
供
向
け
の
イ
チ
ゴ
・
チ
ョ

コ
味
な
ど
も
用
意
さ
れ
、
大

変
好
評
で
し
た
。

会
場
に
は
、
多
数
の
テ
ン

ト
屋
台
が
並
び
、
親
子
連
れ

な
ど
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ

い
、
大
盛
況
の
う
ち
に
終
了

し
ま
し
た
。

二
月
二
十
四
日
、
鶴
居
村

総
合
セ
ン
タ
ー
で
当
Ｊ
Ａ
酪

農
振
興
会
主
催
の
「
酪
農

祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

組
合
員
及
び
関
係
者
、
計

七
十
七
名
が
参
加
し
、
北
海

道
ひ
が
し
農
業
共
済
組
合
釧

路
西
部
事
業
セ
ン
タ
ー
鶴
居

家
畜
診
療
所
竹
内
未
来
氏

を
講
師
に
迎
え
、「
哺
育
牛

の
管
理
に
つ
い
て
」
と
題
し

講
演
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

後
継
牛
で
あ
る
子
牛
を
良

好
に
発
育
さ
せ
る
目
的
と
し

て
、
育
成
管
理
コ
ス
ト
の
低

減
、
早
期
に
泌
乳
す
る
こ
と

の
利
益
、
乳
生
産
の
向
上
な

ど
が
上
げ
ら
れ
、
初
産
分
娩

月
齢
24
か
月
を
発
育
の
目
標

と
す
る
点
、
哺
乳
子
牛
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
要
求

量
、子
牛
の
下
痢
・

肺
炎
の
原
因
・
初

乳
の
重
要
性
・
ス

ト
レ
ス
の
除
去
な

ど
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

講
演
会
終
了
後

は
懇
親
会
が
開
催

さ
れ
、
活
発
な
情

報
交
換
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

第28回 鶴居村タンチョウフェスティバル開催

酪農振興会「酪農祭」開催される

根釧牛乳のおいしさを味わって!!

味も好評 ! アツアツのぶた汁をどうぞ !
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講演会「哺育牛の管理について」



　
J
A
は
農
産
物
の
販
売
や
肥
料
・
農
薬

な
ど
の
供
給
、
貯
金
・
融
資
や
共
済
、
介

護
、
福
祉
な
ど
、
総
合
事
業
を
通
じ
、
地

域
の
農
業
や
く
ら
し
を
支
え
て
い
る
。
ま

た
J
A
の
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、

国
産
農
産
物
を
供
給
し
、
国
民
の
日
々
の

生
活
の
た
め
の
社
会
的
イ
ン
フ
ラ
を
構
成

J
A
グ
ル
ー
プ
の
最
大
の
使
命

　
J
A
（
農
業
協
同
組
合
）
は
、
食
と
農
を

基
軸
と
し
て
地
域
に
根
ざ
し
た
協
同
組
合
。

農
業
者
や
地
域
住
民
が
組
合
員
と
し
て
参

画
す
る
、
わ
が
国
に
お
け
る
代
表
的
な
協

同
組
合
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

し
て
い
る
。

　
戦
後
の
近
代
化
政
策
の
下
、
自
由
経
済

を
大
資
本
の
一
人
勝
ち
に
す
る
の
で
は
な

く
、
中
小
企
業
や
自
営
業
者
を
含
む
多
様

な
経
済
主
体
の
活
動
に
よ
り
国
民
経
済
を

豊
か
な
も
の
と
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
で
協
同
組
合
が
誕
生
し
た
。

　
農
業
に
お
い
て
も
、1
9
4
7
年
に「
農

地
改
革
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
自
作
農
が
再

び
小
作
農
に
転
落
し
な
い
こ
と
」
を
旨
と

し
て
農
業
協
同
組
合
法
が
定
め
ら
れ
、
戦

前
の
産
業
組
合
を
基
礎
と
し
て
農
協
制
度

が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。

　
か
く
し
て
戦
後
か
ら
現
在
ま
で
、
日
本

の
農
業
と
地
域
を
支
え
続
け
て
き
た
J
A
。

J
A
全
中
の
萬
歳
章
会
長
に
よ
れ
ば
、

「
農
家
組
合
員
に
と
っ
て
の
最
大
の
目
標

は
、
将
来
に
わ
た
り
安
全
・
安
心
、
新
鮮

な
食
料
を
供
給
し
続
け
る
こ
と
、
そ
し
て

そ
の
成
果
と
し
て
の
農
業
所
得
を
最
大
化

す
る
こ
と
」
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、

J
A
グ
ル
ー
プ
の
使
命
と
は
、「
そ
の
目

標
を
達
成
す
る
た
め
、
組
合
員
で
あ
る
農

家
に
奉
仕
し
、
支
援
す
る
と
い
う
点
に
尽

き
る
」
と
明
言
し
て
い
る
。

　
今
、
日
本
の
農
家
は
平
均
就
業
年
齢
が

約
65
歳
に
達
す
る
な
ど
、
高
齢
化
が
進
ん

で
お
り
、
再
生
産
可
能
な
収
益
性
の
確
保

と
担
い
手
の
育
成
が
何
よ
り
求
め
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
農
家
の
手
取
り
を
高
め
る
販

売
方
式
な
ど
の
強
化
も
急
が
れ
る
。
こ
れ

ら
の
課
題
の
解
決
が
、
J
A
グ
ル
ー
プ
の

双
肩
に
か
か
っ
て
い
る
こ
と
は
、
火
を
見

将
来
に
わ
た
り「
食
」と「
農
」を
守
る
た
め
に

「
J
A
グ
ル
ー
プ
」が

担
っ
て
き
た
も
の 

〜
扇
の
要
は「
中
央
会
」〜

第
1
部

S h i n c h o ’s
O p i n i o n

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
、T
P
P
問
題
、農
業
政
策
の
見
直
し
な
ど
、日
本
の
農
業
は
、
今
、

多
く
の
課
題
に
直
面
し
て
い
る
。
将
来
に
わ
た
り
、「
食
」
と「
農
」
を
守
る
た
め
に
、何
を
な
す
べ
き

な
の
か
。
こ
こ
で
は
、戦
後
、日
本
の
農
業
を
支
え
て
き
た「
J
A
グ
ル
ー
プ
」の
存
在
意
義
と
果
た

す
べ
き
役
割
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
て
み
た
。

（上）農家にさまざまな営農支援を担うJAの営農指導員は、
JAと農家を結ぶ重要なパイプ役だ。
（下）食の安全・安心を確保するため、JAでは、農畜産物
の出荷から加工まで万全の対策が講じられている。
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を
行
う
組
織
。

　
戦
後
復
興
の
過
程
で
、
経
営
的
に
行
き

詰
っ
た
多
く
の
J
A
を
再
建
す
る
た
め
、

1
9
5
4
年
に
発
足
。
バ
ブ
ル
崩
壊
や
リ

ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
な
ど
、
幾
多
の
荒
波
を

乗
り
越
え
て
、
現
在
の
広
域
J
A
に
よ
る

安
定
経
営
時
代
へ
の
地
固
め
を
行
う
こ
と

が
で
き
た
の
も
、
中
央
会
制
度
が
あ
れ
ば

こ
そ
だ
っ
た
。

　
中
央
会
に
は
、
各
都
道
府
県
に
置
か
れ

て
い
る
J
A
都
道
府
県
中
央
会
（
県
中
）

と
全
国
段
階
の
J
A
全
中
が
あ
る
。

　
前
者
は
県
内
の
J
A
・
連
合
会
等
に
対

し
、
地
域
の
実
態
に
応
じ
て
現
場
指
導
、

県
域
に
お
け
る
方
針
の
策
定
等
を
行
う
の

に
対
し
、
後
者
は
、
県
中
の
後
方
支
援
、

全
国
域
の
方
針
の
策
定
等
を
行
う
。
都
道

府
県
行
政
等
へ
の
対
応
は
前
者
の
、
農
水

省
な
ど
国
へ
の
対
応
は
後
者
の
仕
事
だ
。

　
2
0
1
4
年
現
在
、全
中
の
プ
ロ
パ
ー
職

員
数
は
約
1
3
0
人
。
県
中
・
全
中
の
合

計
は
約
3
0
0
0
人
。
彼
ら
が
J
A
を
さ

ま
ざ
ま
な
形
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。

　
中
央
会
は
、ひ
と
こ
と
で
い
え
ば
、1
0

0
0
万
人
近
い
組
合
員
で
組
織
さ
れ
た

J
A
グ
ル
ー
プ
の
扇
の
要
。
農
業
者
の
所

得
増
大
、
担
い
手
育
成
に
向
け
た
取
り
組

み
方
針
の
策
定
・
周
知
を
行
う
。
ま
た
農

業
者
が
求
め
る
農
業
政
策
の
実
現
・
実
践

を
行
い
、農
協
法
に
基
づ
き
、各
J
A
・
連

る
よ
り
も
明
ら
か
だ
ろ
う
。

中
央
会
の
役
割

　
目
下
、
政
府
・
与
党
主
導
で
議
論
が
進

め
ら
れ
て
い
る
「
農
協
改
革
」。
そ
の
中

で
関
心
を
集
め
て
い
る
の
が
、
J
A
中
央

会
の
あ
り
方
で
あ
る
。

　
中
央
会
と
は
、
J
A
グ
ル
ー
プ
の
結
集

軸
と
し
て
対
外
的
な
代
表
機
能
を
有
す
る

と
と
も
に
、
グ
ル
ー
プ
内
部
の
総
合
調
整
、

J
A
連
合
会
に
対
す
る
経
営
指
導
・
監
査

合
会
の
財
務
と
業
務
の
監
査
も
実
施
す
る
。

各
J
A
が
自
己
責
任
経
営
を
確
立
し
、
経

営
管
理
の
高
度
化
を
図
る
た
め
の
経
営
指

導
、
J
A
幹
部
育
成
の
た
め
の
人
材
育

成
・
教
育
、
J
A
の
地
域
活
性
化
に
向
け

た
事
業
支
援
、
そ
れ
に
広
報
活
動
な
ど
の

仕
事
が
加
わ
る
。

企
業
と
は
目
的
が
異
な
る

J
A
の「
監
査
」

　
こ
れ
ら
の
事
業
内
容
の
う
ち
、
今
回
の

「
農
協
改
革
」
で
は
、
中
央
会
に
よ
る
監

査
の
あ
り
方
が
焦
点
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
現
行
の
中
央
会
監
査
を
仮
に

公
認
会
計
士
監
査
に
置
き
換
え
た
と
し
て
、

そ
れ
が
「
農
協
改
革
」
の
目
的
で
あ
る
農

業
所
得
の
増
大
に
ど
う
つ
な
が
る
の
か
、

は
っ
き
り
と
し
た
根
拠
は
示
さ
れ
て
い
な

い
。

　
株
式
会
社
が
受
け
る
公
認
会
計
士
に
よ

る
監
査
は
、
会
計
監
査
に
限
ら
れ
、
財
務

諸
表
の
正
確
さ
の
み
を
検
証
す
る
。
一
方
、

J
A
は
、
全
中
の
「
J
A
全
国
監
査
機

構
」
が
監
査
を
行
う
が
、
対
象
は
会
計
に

限
ら
な
い
。
経
済
や
信
用
、
共
済
な
ど
各

事
業
で
内
部
統
制
が
効
い
て
い
る
か
ど
う

か
、
協
同
組
合
の
目
的
に
沿
っ
た
運
営
を

行
っ
て
い
る
か
、
な
ど
を
確
か
め
る
業
務

監
査
も
行
っ
て
い
る
。

　
J
A
の
監
査
は
、
J
A
の
健
全
経
営
を

継
続
さ
せ
る
た
め
の
も
の
で
、
農
産
物
の

出
荷
や
資
材
の
購
入
、
貯
金
や
共
済
の
契

約
な
ど
に
使
っ
て
い
た
地
元
の
J
A
が
突

然
利
用
で
き
な
く
な
っ
た
ら
、
組
合
員
や

住
民
は
困
っ
て
し
ま
う
。
上
場
企
業
の
投

資
家
で
あ
れ
ば
、
そ
の
企
業
が
潰
れ
そ
う

な
ら
、
ほ
か
の
企
業
に
投
資
先
を
移
せ
ば

い
い
。
し
か
し
、
組
合
員
ら
は
そ
の
地
域

か
ら
簡
単
に
離
れ
ら
れ
な
い
。
監
査
で
は
、

赤
字
を
証
明
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
J
A

の
継
続
に
向
け
て
、
赤
字
を
ど
う
防
ぐ
か
、

JA

JA都道府県中央会（県中）
［現場指導、県域を代表・調整］

都道府県行政

農林水産省等

県
連
・
県
本
部

全
国
連

JA全中
［県中の後方支援、企画・開発、全国域を代表・調整］

監
査
機
構

意志反映

意志反映

調整・指導

調整・指導

連携・調整

連携・調整

意
志
反
映

意
志
反
映

現
場
指
導

総
合
調
整

後
方
支
援

［JAへの組合員の期待］

現在加入しているJAが、
　組合員のニーズに合った形で
　事業運営されること
　健全に経営され、安定的に
　事業が利用できること

業務監査＝業務運営の効率性・
協同組合の目的への適合性

財務諸表監査＝会計の適正性

［JA全国監査機構による監査］ 一
体
的
に
行
う
こ
と
が

効
果
的・効
率
的

J
A

［監査］

監査を通じて、JAの
経営問題を検証

問題が発生した場合、経営指導
を通じて経営健全化へ

［経営指導］

「監査」と「経営指導」は車の両輪
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［提供］JAグループ　［企画制作］新潮社

す
の
で
は
な
く
、
互
い
の
特
性
や
事
情
を

理
解
し
合
い
「
切
磋
琢
磨
」
す
る
こ
と
に

あ
る
。

　
そ
の
結
果
、
地
域
の
農
業
や
社
会
を
健

全
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
ひ
い
て

は
、
国
民
の
食
卓
に
安
全
・
安
心
な「
食
」

が
届
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル

化
が
進
め
ば
進
む
ほ
ど
、
よ
り
一
層
、
そ

の
理
念
の
意
義
は
重
要
さ
を
増
し
て
ゆ
く
。

　
国
連
が
2
0
1
2
年
を
「
国
際
協
同
組

合
年
」
と
定
め
た
の
は
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ

ッ
ク
以
降
の
世
界
的
な
金
融
危
機
の
中
で
、

協
同
組
合
陣
営
が
い
ち
早
く
自
律
的
な
回

復
を
遂
げ
、
経
済
・
社
会
の
安
定
に
大
き

く
貢
献
し
た
こ
と
を
高
く
評
価
し
た
か
ら

だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
国
連
は
、
飢
餓
の
根
絶
、
自
然

資
源
の
保
全
、
持
続
可
能
な
開
発
の
促
進

道
を
示
す
こ
と
が
重
要
に
な
る
。

　
一
部
の
論
者
は
、「
全
中
の
画
一
的
な

指
導
が
J
A
の
自
由
な
経
営
を
阻
害
し
て

い
る
」
と
主
張
す
る
。
し
か
し
、
そ
も
そ

も
監
査
は
、
経
営
に
指
図
す
る
も
の
で
は

な
く
、
経
営
の
結
果
を
検
証
す
る
も
の
。

的
外
れ
と
い
う
外
な
い
。

　
60
年
以
上
、
ひ
と
つ
の
J
A
も
破
綻
せ

ず
今
日
に
至
っ
て
い
る
こ
と
が
、
何
よ
り

も
現
行
の
監
査
制
度
の
有
効
性
を
証
明
し

て
い
る
と
い
え
よ
う
。

協
同
組
合
は「
切
磋
琢
磨
」が
大
切

　
最
近
の
事
象
に
限
っ
て
も
、
日
本
の
農

業
は
、
口
蹄
疫
、
東
日
本
大
震
災
、
原
発

事
故
と
さ
ま
ざ
ま
な
試
練
を
蒙
っ
て
い
る
。

将
来
に
わ
た
り
「
食
」
と
「
農
」
を
守
る

と
い
う
の
は
、
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。

　
し
か
し
、
い
ず
れ
の
事
例
で
も
、
こ
れ

ま
で
J
A
は
、グ
ル
ー
プ
を
挙
げ
て
、
そ

れ
ら
の
難
局
に
立
ち
向
か
い
、
着
実
な
成

果
を
上
げ
て
き
た
。

　
協
同
組
合
は
、
産
業
革
命
後
の
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
に
お
い
て
成
立
し
た
も
の
で
、
大
が

小
を
駆
逐
す
る
資
本
主
義
の
法
則
に
抵
抗

し
、
小
の
経
済
を
結
束
し
て
大
き
な
経
済

を
創
出
す
る
組
織
体
で
あ
り
、
人
類
の
知

恵
の
所
産
と
い
え
よ
う
。

　
協
同
組
合
の
理
念
と
は
、
競
争
に
よ
っ

て
「
勝
ち
組
」
と
「
負
け
組
」
を
生
み
出

に
果
た
す
家
族
農
業
の
役
割
を
評
価
し
、

2
0
1
4
年
を
「
国
際
家
族
農
業
年
」
と

定
め
た
。
さ
ら
に
2
0
1
3
年
末
に
和
食

が
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
、

史
上
初
め
て
食
を
テ
ー
マ
と
す
る
万
博
が

イ
タ
リ
ア
・
ミ
ラ
ノ
で
今
年
開
催
さ
れ
る

な
ど
、
国
際
的
に
農
業
や
協
同
組
合
を
評

　
中
央
会
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
中
央
会
制

度
を
廃
止
す
る
の
が
、
今
回
の
農
協
改
革
の

肝
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
根
拠
は

不
明
。
理
由
と
し
て
、
合
併
が
進
み
情
勢
が

変
わ
っ
た
か
ら
必
要
が
な
く
な
っ
た
と
か
、

画
一
的
な
指
導
で
単
協
の
自
由
な
活
動
を
阻

害
し
て
い
る
と
か
、
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
後
者
の
ほ
う
は
、
画
一
的
な
指

導
な
ど
な
く
、
個
々
の
J
A
か
ら
そ
う
し
た

声
を
聞
い
た
こ
と
も
な
い
。
た
だ
監
査
と
経

営
指
導
は
別
で
、
こ
れ
は
一
定
の
財
務
基
準

に
基
づ
い
て
、
指
導
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の

点
に
お
い
て
、
中
央
会
は
実
に
多
大
な
実
績

を
上
げ
て
い
ま
す
。

　
も
と
も
と
中
央
会
は
、

戦
後
、
J
A
の
経

　
営

破
綻
が
相
次
い
だ
と
き
、

J
A
を
再
建
整
備
す
る

指
導
機
関
と
し
て
設
立

さ
れ
た
も
の
。
そ
こ
で

価
す
る
気
運
が
、
か
つ
て
な
い
ほ
ど
高
ま

っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
動
き
を
背
景
に
、
日
本
の
社

会
・
経
済
や
地
域
に
と
っ
て
不
可
欠
な
存

在
と
し
て
、
J
A
や
中
央
会
は
地
域
農
業

の
振
興
や
「
地
方
創
生
」
に
お
い
て
一
層

の
機
能
発
揮
を
期
待
さ
れ
て
い
る
。

J
A
が
破
綻
す
る
前
に
合
併
を
繰
り
返
し
て

経
営
の
健
全
化
を
維
持
。
バ
ブ
ル
経
済
破
綻

後
、
不
良
債
権
問
題
が
起
こ
っ
た
と
き
も
、

農
協
は
空
白
地
帯
を
つ
く
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
銀
行
も
合
併
を
繰
り
返
し
、
メ
ガ
バ
ン
ク

が
誕
生
し
ま
し
た
が
、
そ
の
過
程
で
多
く
の

国
費
が
投
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
J
A
は
、
国

民
に
迷
惑
を
か
け
ず
に
相
互
扶
助
の
精
神
で

乗
り
き
っ
た
。
中
央
会
の
果
た
し
た
役
割
は

胸
を
張
っ
て
い
い
と
思
い
ま
す
。

　
合
併
が
一
段
落
し
た
ら
中
央
会
は
い
ら
な

い
の
か
。
そ
れ
は
、
銀
行
の
合
併
が
一
段
落

し
た
か
ら
金
融
庁
は
い
ら
な
い
と
言
っ
て
い

る
の
と
同
じ
こ
と
で
す
。

S h i n c h o ’s  O p i n i o n

国産農畜産物の消費拡大に向けJAグループが
展開する「みんなのよい食プロジェクト」は、被
災地復興でも大きな力となった。

お
お
た
は
ら
・
た
か
あ
き

1
9
3
9
年
福
島
県
生
ま
れ
。
北
海
道
大

学
大
学
院
農
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取

得
。
同
大
教
授
、
同
大
農
学
部
長
等
を
歴

任
。
現
在
、
北
海
道
大
学
名
誉
教
授
、
北

海
道
地
域
農
業
研
究
所
顧
問
。
近
著
に

『
農
協
の
大
義
』（
農
文
協
）。

J
A
の
健
全
経
営
に
は

中
央
会
が
欠
か
せ
な
い
。

太
田
原
高
昭

（
北
海
道
大
学
名
誉
教
授
）
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釧路農業改良普及センター　釧路中西部支所普及センターだより
一
番
草
の
生
育
・
収
穫
期
の
気
象

平
成
二
六
年
五
月
は
平
年
よ
り
気
温

が
高
く
、
低
温
で
日
照
不
足
だ
っ
た
平

成
二
五
年
と
比
較
し
、
牧
草
生
育
に
は

好
条
件
で
し
た
。

し
か
し
、
牧
草
収
穫
が
始
ま
る
六
月

中
旬
に
は
降
水
量
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
①
収
穫
開
始
が
遅
れ
、
刈

り
遅
れ
の
ほ
場
が
出
た
、
②
不
安
定
な

天
候
で
収
穫
し
、
高
水
分
サ
イ
レ
ー
ジ

と
な
っ
た
、
な
ど
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

六
月
下
旬
か
ら
は
降
水
量
も
少
な
く
、

牧
草
収
穫
は
順
調
に
進
ん
だ
事
と
思
い

ま
す
。

サ
イ
レ
ー
ジ（
一
番
草
）分
析
値
よ
り

下
図
は
粗
飼
料
分
析
値
（
ホ
ク
レ
ン

受
付
分
）
各
項
目
の
平
均
で
す
。

水
分
は
七
七
・
六
％
と
高
め
で
す
。

高
水
分
で
の
調
製
は
酪
酸
発
酵
し
や
す

い
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

Ｎ
Ｄ
Ｆ
（
セ
ン
イ
含
量
）
が
七
〇
・

四
％
と
高
い
た
め
、
乾
物
摂
取
量
の
低

下
や
選
び
食
い
な
ど
の
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

Ｔ
Ｄ
Ｎ
（
栄
養
価
）
は
例
年
よ
り
高

め
の
傾
向
で
す
。

酪
酸
は
値
の
バ
ラ
ツ
キ
を
示
す
箱
ひ

げ
図
で
示
し
ま
し
た
。
酪
酸
は
不
良
発

酵
の
指
標
の
ひ
と
つ
で
、目
標
値
は
〇
・

一
％
以
下
で
す
。
平
成
二
六
年
産
は
〇

〜
一
・
三
％
と
、
例
年
よ
り
も
値
の
幅

が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

サ
イ
レ
ー
ジ
給
与
の
留
意
点

○
粗
飼
料
分
析
を
し
よ
う
！

使
用
す
る
サ
イ
レ
ー
ジ
の
粗
飼
料
分

析
を
行
い
、
栄
養
成
分
や
発
酵
品
質
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

○
高
水
分
サ
イ
レ
ー
ジ
の
場
合

乾
物
給
与
量
が
不
足
し
な
い
よ
う
に

留
意
し
ま
す
。
低
水
分
の
粗
飼
料
と
組

合
せ
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

○
酪
酸
発
酵
し
て
い
る
場
合

① 

不
良
発
酵
サ
イ
レ
ー
ジ
の
給
与
を
制

限
し
、
他
の
粗
飼
料
や
ビ
ー
ト
パ
ル

プ
な
ど
を
併
給
す
る

② 

糖
蜜
や
ブ
ド
ウ
糖
な
ど
を
利
用
す
る

③ 

乾
乳
牛
へ
の
給
与
を
控
え
る
、
と
い

っ
た
対
応
方
法
が
あ
り
ま
す
。

○
Ｎ
Ｄ
Ｆ
が
高
い
場
合

残
飼
の
状
況
や
毛
づ
や
、
糞
な
ど
を

観
察
し
、
乳
牛
の
栄
養
状
態
や
選
び
食

い
の
有
無
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
ビ
ー

ト
パ
ル
プ
や
コ
ー
ン
サ
イ
レ
ー
ジ
等
嗜

好
性
が
よ
く
、
消
化
性
の
高
い
繊
維
質

と
の
併
給
が
有
効
で
す
。

○
乾
物
摂
取
量
を
上
げ
る
環
境

乾
物
摂
取
量
向
上
に
は
、
エ
サ
の
組

合
せ
の
他
、
水
が
常
時
十
分
量
飲
め
る
、

換
気
が
良
い
な
ど
、
乳
牛
飼
養
環
境
を

整
え
る
事
が
重
要
で
す
。

（
平
成
二
七
年
三
月
作
成
）
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平
成
二
六
年
産
サ
イ
レ
ー
ジ

（
一
番
草
）に
つ
い
て

図　粗飼料分析値（ホクレン受付分）の年次毎推移
（ｎ数：H23=25、H24=123、H25=61、H26=63）
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について少し調べてみました。冬期、丹頂は人里近くを生息域とし、給餌
場に群れで越冬します。夜間は、川の浅瀬をねぐらにし、片脚で眠り、外
敵から身を守ります。２、３月は子別れ（突き放し）の時期、これからは
じまる春期、親鳥は繁殖地の湿原へと向かいます。

□�少しずつ春の訪れを感じる今日この頃ですが、今年、道東の冬は記録的な
積雪量により、雪解けの遅れ、牧草畑への影響などが心配されております。
今後、雪解けが早く進み、牧草の生育や春の農作業への影響がないことを
望むばかりです。

■平成26年度 　生乳生産実績（2月）

月計乳量（kg） 2月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％）

釧 路 丹 頂 農 協 7,705,594.9 103.5 89,464,031.8 99.1

（鶴居地区） 2,625,400.0 105.2 30,127,072.1 99.6

（幌呂地区） 1,997,844.4 102.2 23,621,805.5 98.3

（白糠地区） 1,669,348.1 103.5 19,070,668.0 97.3

（音別地区） 1,413,002.4 102.3 16,644,486.2 101.8

管 内 計 39,906,109.9 100.6 474,404,258.8 98.0

（前年度管内計） 39,668,723.4 484,211,009.5

理　事　会　報　告
２月定例理事会　平成27年2月26日（木）

報告事項�
１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３．1月末財務状況について
４．事業の実施処理状況について

付議事項�
議案第１号　組合員の資格審査について
議案第２号　出資の減口承認について
議案第３号　�大口信用供与先に対する融資の承認

について
議案第４号　平成27年度監査計画の策定について
議案第５号　�サルモネラ症、マイコプラズマ感染

症損害支援事業要領の制定について
議案第６号　�平成27年度生乳生産基盤緊急対策事

業要領の制定について

議案第７号　�固定資産の取得並びに受贈益の計上
について

議案第８号　�固定資産（土地・立木）の処分につ
いて

議案第９号　�従業員に対する年度末賞与の支給に
ついて

※以上全件原案通り承認されました。

その他協議事項�
１．平成2６年度決算処理方針（案）について
２．平成27年度事業計画（案）について
３．次期改選における役員体制について
４．�チャレンジ６0「94６運動」酪農シンポジウム
について

５．当面の業務日程について


